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目
　
次

刊
行
の
こ
と
ば

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
住
宅
建
築
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
紹

介
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
中
世
の
ハ
ー
フ
・
テ
ィ
ン
バ
ー
建
築
、
カ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
、
ス

ク
エ
ア
、
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
、
労
働
者
住
宅
、
ハ
ワ
ー
ド
の
「
田
園
都
市
論
」、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
政
策
、
登
録
建
造
物
制
度
等
は
、
す
べ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
住
宅
史
に
関
連
す
る
こ
と

で
あ
り
、
建
築
学
に
限
っ
て
も
、
建
築
史
、
建
築
意
匠
、
建
築
計
画
、
都
市
計
画
、
住
宅
問
題
、
文

化
財
行
政
等
と
い
っ
た
分
野
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
や
文
脈
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
取
り
扱
っ
た
も
の
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
に
関
し
て
は
、
必
ず
し
も
明
快

に
な
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　
本
書
は
、
こ
れ
ら
断
片
的
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
住
宅
に
関
連
す
る
事
柄
を
、
社
会

の
変
化
や
建
築
史
と
の
関
連
の
中
で
通
史
と
し
て
全
体
像
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
住
宅
の
理
解
が
一
段
と
深
ま
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
者
と
は

異
な
る
日
本
の
研
究
者
の
視
点
で
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
翻
訳
本
等
で
は
得
ら
れ
な
い
、
新
た
な
見

解
を
示
し
た
。
ま
た
、
本
書
で
は
、
写
真
、
図
面
等
を
多
用
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
、
著
者
が

現
地
調
査
で
収
集
し
た
貴
重
な
情
報
も
多
数
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
住
宅
建
築
に
関
す
る
資
料
と
し

て
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
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と
背
面
の
壁
が
ホ
ー
ル
の
壁
と
同
一
面
に
あ
る
が
、
二
階
で
は
壁
が
張
り
出
し（
す
な
わ
ち
、
ジ
ェ
テ
ィ
し
て
い
る
）、

ま
た
、
ホ
ー
ル
の
高
さ
と
二
階
建
の
ウ
イ
ン
グ
の
高
さ
は
等
し
く
、
ひ
と
つ
な
が
り
の
寄
棟
屋
根
が
架
け
ら
れ
、

屋
根
ス
パ
ン
は
ウ
イ
ン
グ
の
幅
で
、ウ
イ
ン
グ
が
ジ
ェ
テ
ィ
し
た
分
だ
け
ホ
ー
ル
の
ス
パ
ン
よ
り
長
く
な
り
、ホ
ー

ル
の
前
面
の
桁
は
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
で
支
え
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
特
徴
を
も
つ
木
造
住
宅
の
形
式
で
あ
る
。
平
面
は
他

の
住
宅
と
変
わ
り
は
な
く
、
ホ
ー
ル
の
前
面
で
の
後
退
が
決
定
的
な
特
徴
と
な
る
。
ま
た
、
ウ
ィ
ー
ル
デ
ン
・
ハ

ウ
ス
と
は
、
あ
る
特
定
の
社
会
的
地
位
の
人
物
の
住
宅
の
こ
と
で
は
な
く
、
建
築
形
態
の
種
類
を
指
す
も
の
で
あ

る
。」

（
Ｓ
・
Ｒ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
Ｊ
・
Ｔ
・
ス
ミ
ス
に
よ
るh
）

　

こ
の
よ
う
な
形
態
の
民
家
が
、
ウ
ィ
ー
ル
ド
地
方
を
中
心
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
東
部
に
は
現
在
も
多
数
、
残
っ

て
い
る
。
そ
の
正
確
な
数
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
ケ
ン
ト
地
方
だ
け
で
も
三
五
〇
棟
が
確
認
さ
れ
て
お
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推
薦
の
こ
と
ば

画
期
的
な
イ
ギ
リ
ス
住
宅
史桐

敷
真
次
郎
（
東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授
・
工
学
博
士
）

　
最
近
の
統
計
に
よ
る
と
、
日
本
の
住
宅
の
寿
命
が
わ
ず
か
三
〇
年
と
い
う
驚
く
べ
き
状
況
に
陥
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
住
宅
は
一
四
一
年
、
ア
メ
リ
カ
は
一
〇
三
年
、
フ
ラ
ン
ス
は
八
九
年
、

ド
イ
ツ
で
は
七
九
年
の
平
均
寿
命
を
保
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
地
震
が
な
い
、
台
風
や
ハ
リ

ケ
ー
ン
も
来
な
い
と
い
う
恵
ま
れ
た
風
土
に
あ
る
と
は
い
え
、
イ
ギ
リ
ス
住
宅
の
希
有
の
耐
久
力
と
融

通
性
を
的
確
に
示
し
た
数
字
で
あ
る
。
四
〇
年
近
く
も
昔
の
話
に
な
る
が
、
私
が
ロ
ン
ド
ン
で
下
宿
し

て
い
た
家
は
た
ぶ
ん
一
八
四
〇
年
代
に
建
て
ら
れ
た
テ
ラ
ス
・
ハ
ウ
ス
で
、
当
時
す
で
に
寿
齢
一
一
〇

年
を
越
え
て
お
り
、
一
六
〇
年
に
も
な
る
現
在
も
依
然
と
し
て
健
在
で
あ
る
。
二
〇
〇
年
、
三
〇
〇
年

の
住
宅
は
ざ
ら
で
、
城
郭
な
ら
一
一
世
紀
、
町
屋
で
も
一
二
世
紀
の
も
の
が
現
存
し
て
い
る
国
だ
か
ら
、

格
別
驚
く
に
は
あ
た
ら
な
い
。

　「
家
は
わ
が
城
」
と
い
う
の
が
イ
ギ
リ
ス
人
の
伝
統
的
モ
ッ
ト
ー
で
、
彼
ら
は
強
固
な
住
宅
を
好
み
、

自
分
の
住
ま
い
に
絶
大
な
愛
着
を
抱
き
、
よ
く
手
入
れ
を
し
入
念
に
飾
り
付
け
る
。
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ

ス
に
は
「
家
屋
荒
廃
の
罪
」
と
い
う
法
律
が
あ
り
、
住
宅
を
適
切
な
状
態
に
維
持
で
き
な
い
市
民
は
自

宅
を
手
放
し
て
賃
貸
住
宅
に
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
貸
家
で
も
、
外
壁
は
三
年
ご
と
、
内

壁
は
七
年
ご
と
に
手
入
れ
を
す
る
と
い
う
契
約
条
項
が
入
っ
て
い
た
り
す
る
。
建
物
が
長
持
ち
す
る
の

は
偶
然
で
は
な
い
。

　
不
思
議
な
こ
と
に
、
そ
ん
な
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
古
民
家
の
写
真
集
や
住
宅
の
パ
タ
ン
・
ブ
ッ
ク
は
無

数
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
に
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
住
宅
を
系
統
的
に

検
討
し
た
住
宅
通
史
は
い
ま
だ
に
書
か
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
明
治
・
大
正
時
代
に
イ
ギ
リ
ス
を
ひ
と

つ
の
モ
デ
ル
国
と
み
な
し
て
き
た
日
本
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
住
宅
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
大
に
あ
っ
た

は
ず
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
イ
ギ
リ
ス
住
宅
史
が
系
統
的
に
研
究
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
そ
う
い
う
わ
け
で
、
大
橋
竜
太
の
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
住
宅
史
』
は
文
字
通
り
画
期
的
な
著
作
で
あ
る
。

上
記
の
よ
う
な
住
宅
史
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
理
的
・
政
治
的
・
社
会
的
背
景

も
適
切
に
説
明
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
史
を
学
び
な
が
ら
住
居
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

住
宅
は
多
種
多
様
な
建
築
群
の
一
部
で
あ
っ
て
、
住
宅
の
デ
ザ
イ
ン
が
教
会
堂
そ
の
他
の
建
築
か
ら
支

配
的
な
影
響
を
受
け
る
時
代
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
時
代
に
つ
い
て
は
よ
り
大
規
模
な
建
築
の
動
向
に

つ
い
て
簡
潔
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
本
書
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
住
宅
が
果
た
し
て
き
た
歴
史
的
業
績
に
つ
い
て
の
理
解
が
画
期
的
に
深

め
ら
れ
る
こ
と
は
ま
ず
疑
い
な
い
。
さ
ら
に
、
本
書
の
も
た
ら
す
刺
激
に
よ
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
優
れ

た
伝
統
を
も
つ
日
本
の
住
宅
に
つ
い
て
の
よ
り
根
元
的
な
考
察
が
進
め
ら
れ
、
い
ま
や
混
迷
状
態
に

陥
っ
て
い
る
現
代
日
本
住
宅
に
よ
り
深
い
思
想
に
裏
付
け
さ
れ
た
新
し
い
指
針
と
方
法
が
出
現
す
る
こ

と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。
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建築へ
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ジェ財団の全面的協力を得て、ほぼオリジナル
原本と同じ判型・レイアウト・装丁で流麗な新
訳とともに、ル・コルビュジェのエスプリ・セ
ンスのままに刊行。

一住宅
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細かに解説した本書は、建築家タウトの住宅
論の「実践編」として読み解くことができる。
原書にはない彩色図版を参考として付し、本
邦初訳で刊行。

新しい住居 つくり手としての女性
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　B5 変形カバー装
　本文 104 頁 
　定価 2,625 円（本体 2,500 円＋税）
　ISBN4-8055-0473-0
第二次世界大戦前に来日し、日本の建築界に
多大な影響を与えた建築家ブルーノ・タウト
によって著された本書は、女性を対象として
建築的視点から煩雑な家事作業をいかに軽減
できるかを説く。建築家タウトの住宅論を理
解する「概説編」として刊行。

書　名 イングランド住宅史
著　者 大橋 竜太（おおはし  りゅうた）

サイズ B5 判
ページ数 700 頁
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体　裁 上製本・函入り
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＊
原
始
時
代
の
住
居
か
ら
現
代
建
築
に
い
た
る
ま
で
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
、
す
べ
て
の
時
代
の
住
宅
建
築

に
関
し
て
言
及
。
所
有
者
の
階
層
に
関
し
て
も
、
幅
広

く
取
り
扱
っ
て
い
る
。

＊
政
治
・
社
会
史
、
建
築
史
の
広
い
視
野
か
ら
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
住
宅
建
築
を
総
合
的
に
叙
述
。

＊
写
真
・
図
面
等
の
図
版
を
多
数
掲
載
。
年
表
・
参
考
文

献
等
の
資
料
も
充
実
。

本
書
の
特
色
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